       社会科単元指導案                          指導者  川瀬健一

１．分野・単元     地理的分野 ：日本の工業の明日を考える
２．単元目標       (1)日本の各工業地域がどのような理由で発展したのかを知る。

                   (2)日本の各工業地域が抱えている問題点を知る。

　　　　　　　　　 (3)以上の活動を通じて、一般的な工業の発展の条件や問題点をつかむと同時に、日本のそれをつかみ、この知識をもとに、日本の工業の未来の課題を考える。

３．単元の指導観     かって世界一の競争力を誇った日本の工業は、今や国際競争力25位という、先進諸国最下位にまで落ちており、日本の未来を考えるとき、この建て直しは焦眉の課題である。この問題を主に考えるのは３年次の公民の学習であるが、２年次の地理において、この課題を考える基礎知識をつかむことは大事である。

　　　　　　　　　　とりわけ、日本の工業が発展したさまざまな条件をつかみ、それが失われた原因をつかむことが未来を考えるに不可欠であろう。

　　　　　　　　　　この単元では、日本の工業が発展した条件を具体的な地域に即して学ぶとともに、それが一部失われたことでさまざまな問題点が生れたことをつかませ、日本の工業の未来を考える入口としたい。

４．指導計画

	時
	活動内容
	具体的な学習内容

	１
	問題の所在の提示（導入）
	・課題を提示し、これを理解させたあと、分担を決定し、調査活動を開始する。

1】 北九州工業地帯（鉄鋼・セメント）

2】 シリコンアイランド（IC）

3】 瀬戸内工業地域（鉄鋼・造船・自動車・石油化学）

4】 阪神工業地帯（繊維・鉄鋼・石油化学・電子機器）

5】 中京工業地帯（自動車・繊維・陶磁器・石油化学）

6】 東海工業地域（製紙・楽器・オートバイ）

7】 長野県（精密機械）

8】 京浜工業地帯（出版印刷・鉄鋼・自動車・電気機器・石油化学）

9】 北関東工業地域（製紙織物・自動車・電子機器）

	２～６
	調査活動とまとめ
	・図書室の資料を参考にして、それぞれの工業地域の

①発展した理由（条件と背景）

②抱えている問題点

を調べて発表用プリントにまとめる。

	７～９
	発表会
	・プリントにそって発表する

・質問、補足をする

	10～11
	補足
	・一般的な工業の発展の条件

・日本の場合と問題点を国際的視野からまとめる。

	12


	まとめ（レポート作成）


	

	13
	まとめ（問題で整理）
	


社会科学習指導案                                  　　　　　　　　指導者  川瀬健一

日本の工業の明日を考える① ― 崖っふちの日本の農業  ―   課題設定（導入）
１．本時の目標     （１）農業人口の減少・専業農家の減少など、大きな問題に直面していることを知り、その原因を考える。

                   （２）この状況の中で安い農産物が大量に入ってくると日本の農業はどうなるかを考え、農産物自給率の問題を理解する。

２．本時の指導観    毎日食べている農産物。しかしその多くが外国産であることや、農産物輸入自由化によって日本の食にどんな問題が起こるのか。生徒の多くは認識していない。それは同時に、自分たちの食料を生産している日本の農家にどんな問題が襲いかかっているかということへの無関心とも一体である。

　　　　　　　　　　本時は「農業人口の減少」「専業農家の減少」という日本農業の構造に由来する問題の原因を考える事で日本農業の構造的問題点をつかみ、そこへ農産物輸入自由化がおきたら何がおこるかを考える事をつうじて、食料の自給という戦略的問題があることをつかませて行きたい。

３．指導過程

	学習内容
	生徒の活動
	教師の指導・支援

	日本の農産物

日本農業の問題点


	地図帳ｐ125・126の資料を参照しながら、日本各地でどんな農産物がとれるかをつかむ。

資料をもとに

①農業を仕事にしている人の急速な減少

1 農業だけで食べて行ける農家の減少

という問題が起きていることをつかむ

自分の考えをノートに書く

班で討論する

各班の意見を発表する

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する


	日本の白地図を配布

資料①を提示

農業が儲からないため後継ぎがいないなどの問題があることを押さえる

資料②を提示

農家がつぶれるということは農産物の自給ができなくなり、飢饉や戦争のとき困ることをつかませる




４本時の評価

	関心・意欲・態度
	

	資料活用の技能・表現
	

	知識・理解
	


なぜ農業を仕事にする人が減り、農業だけで食べられる人が減っているのか？











ここに安い外国産農産物が大量に入ってきたら日本の農業はどうなるだろう

















